
－ 都市整備部 B18 －

平成27年度予算見積調書

B18

課室名:課室名:公園スタジアム課

内線:内線:5431

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成18年度～

会計 款 項 目

一般会
計

都市計
画費

土木費 公園費

説明事業

公園等施設管理費

戦略項目

担当名:担当名:公園管理・スタジアム担当

都市公園法、地方自治法、埼玉県都市公園条例

050203　快適で魅力あふれるまちづくり

予算額

決定額 2,635,0572,635,057

前年額 2,579,4672,579,467

226,306226,306

223,837223,837

2,408,7512,408,751

2,355,6302,355,630

55,59055,590

使用料
前年との

及び手数料
対比

財　　源　　内　　訳

一般財源

番号

県営公園指定管理者委託費

１　事業概要

　県民の憩いの場である県営公園を適正に管理すること

により、その利用を促進し、県民の福祉に寄与するとと

もに、都市環境の保全育成を図る。

　平成18年度から指定管理者制度を導入し、利用者本位

の柔軟なサービスを提供するとともに効率的な公園運営

を推進するために、県営公園の管理を指定管理者に代行

させる。

（１）県営公園指定管理者委託費 2,635,057千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

普通交付税算出基準財政需要額算入

　単位費用算定の基礎に計上

　「その他土木費」「１経常経費」「１．都市計画費」

「(2)公園費」

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

(1)事業費に係る人件費38,000千円(9,500千円×4人)

(2)組織の新設、改廃及び増員　なし

５　事業説明
（１）目的
　県民の憩いの場である県営公園を適正に管理することにより、その利用を促進し、県民の福祉に寄与するとともに、都
市環境の保全育成を図る。
（２）必要性
　地方自治法上、公の施設については、設置者自ら管理するか、指定管理者制度を導入することになっている。
（３）効果
　民間団体を活用することによって、サービスの向上、経費削減が可能となる。

（４）変更事項の有無
　①　予算額の前年度比増減理由（※　県派遣職員の給与費移行前の委託料ベースでの前年度比較）
　　○　歳出の増減理由
　　　・公園の管理面積の増加に伴う委託料の増額（計51,389千円）
　　　　　上尾運動公園　　 7,545千円　羽生水郷公園　10,444千円
　　　　　しらこばと公園　25,253千円　権現堂公園 　　7,147千円
　　○　歳入の増減理由

　　　　　　　平成27年度から5年指定・・・ 1公園

　　　・戸田公園の競艇収入の増　2,031千円

（５）事業計画（目標、達成水準、今後の計画等）
　指定管理者制度を導入した26公園（22案件）の平成25年度指定管理委託料
　　①公募分
　　　　　　　平成23年度から5年指定・・・ 7公園
              平成24年度から5年指定・・・ 2公園
              平成25年度から5年指定・・・13公園(9案件)
              平成25年度から3年指定・・・ 1公園(1案件)
　　　　　　　平成26年度から5年指定・・・ 1公園(1案件)

(単位：千円)

　　②随意分　平成26年度から5年指定・・・ 1公園　※埼玉スタジアム2002公園は別事業

分野施策


